
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 国語 ポイント 名前

敬語 月 日

まとめ 敬語 敬語 標準

① 相手の動作は尊敬語、自分の動作は謙譲語　② 動詞ごとに、尊敬語と謙譲語を対にして覚える　③
「お〜になる」「お〜する」の形も使えるようにする

例

(1) 動詞の敬語は、尊敬語と謙譲語をセットで

言う … おっしゃる / 申し上げる

見る … ご覧になる / 拝見する

行く … いらっしゃる / 伺う

食べる … 召し上がる / いただく

ふつう 尊敬語 謙譲語

言う おっしゃる 申し上げる

見る ご覧になる 拝見する

行く いらっしゃる 伺う

食べる 召し上がる いただく

尊敬語は相手を高く、謙譲語は自分を低くする。それ

で相手が高くなる

(2) 主語を見て、尊敬語か謙譲語かを決める

先生が「早く来なさい」と(おっしゃった)。

私が先生に「ありがとうございます」と(申し上

げた)。

主語 使う敬語

先生・お客様 尊敬語

私・わたしの父 謙譲語

身内(自分の家族)の動作は、外の人には謙譲語を使

う

(3) よくあるまちがい

「先生が申された」 … ×(謙譲語を相手に使っ

ている)

「お客様がおっしゃられた」 … ×(二重敬語)

まちがい 正しい形

先生が申された 先生がおっしゃった

おっしゃられた おっしゃった

「おっしゃる」「いらっしゃる」は、すでに敬語。「れる」を

重ねない

ちりつもドリル 学校・家庭・塾・教室での印刷と配布は自由です。ウェブへの掲載・販売はできません。 1/1

chiritsumo-drill.com
ほかの プリントは こちら

G6-JUKOKU-KEIGO-POINT-01


